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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第16期
第３四半期
累計期間

第17期
第３四半期
累計期間

第16期

会計期間
自　平成23年10月１日
至　平成24年６月30日

自　平成24年10月１日
至　平成25年６月30日

自　平成23年10月１日
至　平成24年９月30日

売上高（千円） 6,284,377 6,723,176 8,355,740

経常利益（千円） 694,591 702,656 798,419

四半期（当期）純利益（千円） 392,455 429,845 418,665

持分法を適用した場合の投資利益（千円） － － －

資本金（千円） 580,750 580,750 580,750

発行済株式総数（株） 2,278,000 4,556,000 2,278,000

純資産額（千円） 2,409,392 2,785,641 2,435,589

総資産額（千円） 7,827,002 8,501,206 8,079,048

１株当たり四半期（当期）

純利益金額（円）
86.14 94.35 91.90

潜在株式調整後１株当たり

四半期（当期）純利益金額（円）
－ － －

１株当たり配当額（円） － － 35

自己資本比率（％） 30.8 32.8 30.1

　

回次
第16期
第３四半期
会計期間

第17期
第３四半期
会計期間

会計期間
自　平成24年４月１日
至　平成24年６月30日

自　平成25年４月１日
至　平成25年６月30日

１株当たり四半期純利益金額（円） 13.47 23.28

（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりませんので、連結会計年度にかかる主要な経営指標等の推移につ

いては記載しておりません。

２．売上高には、消費税等は含んでおりません。

３．持分法を適用した場合の投資利益については、関連会社を有しておりませんので記載しておりません。

４．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しており

ません。

５．当社は、平成25年１月１日付で、普通株式１株につき２株の割合で株式分割を行っております。前事業年度の

期首に当該株式分割が行われたと仮定し、１株当たり四半期（当期）純利益金額を算定しております。

６．第16期の１株当たり配当額については、記念配当５円が含まれております。

２【事業の内容】

当第３四半期累計期間において、当社が営む事業の内容について、重要な変更はありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

当第３四半期累計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。

また、前事業年度の有価証券報告書に記載した事業等のリスクについて重要な変更はありません。

２【経営上の重要な契約等】

当第３四半期会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期会計期間の末日現在において当社が判断したものであります。

(1）業績の状況

当第３四半期累計期間におけるわが国経済は、底堅く推移する個人消費に加え、輸出や生産活動の改善により、

緩やかではありますが持ち直しの傾向となりました。また、景気の先行きにつきましては、金融緩和や経済対策等

の効果により、回復基調は持続するものと見られております。しかしながら、金融市場の動向や海外経済の成長力

等の不確実性により、先行きに対する不透明感は拭えない状況です。

葬儀業界におきましては、葬儀に関する潜在的需要は約30年間にわたり年々逓増すると推計されており、直近の

葬儀件数につきましても増加傾向で推移いたしました。一方、葬儀単価におきましては、核家族化や葬祭規模の縮

小等により減少傾向が続いております。また、都市部を中心に高齢化が急速に進行していることもあり、人生の終

末や死別後の事前準備を担う葬儀業界への関心は今まで以上に高まるものと予想されます。

かかる環境下、当社は顧客満足度の向上を図るべく「明瞭な価格体系による葬儀費用の明確化」「徹底した人

財教育によるサービスの向上」「ドミナント出店による利便性の向上」を戦略の基本方針とし、直営・フラン

チャイズ出店による徹底した差別化戦略を展開しております。

当第３四半期累計期間におきましては、戦略の基本方針のブラッシュアップを図るべく、「新生ティア」をス

ローガンに掲げ、新たな課題に対応した６項目の戦略テーマを推進してまいりました。新規会館の開設につきまし

ては、直営会館として大阪府大東市に「ティア大東」、愛知県春日井市に「ティア味美」を開設したのに加え、フ

ランチャイズの会館を１店舗開設し、これにより直営35店舗、フランチャイズ30店舗の合計65店舗となりました。

また、既存会館におきまして、葬儀ニーズの多様化に対応するために「ティア甚目寺」の改修工事を行い、小規模

葬儀に対応した設備を増設いたしました。経費面では、商品改革の一環として、葬儀付帯品を一括で会館に配送す

る物流センターを稼働したのに加え、仕入価格の見直しを実施いたしました。また、今後の会館開設を見据えた積

極的な人材確保にも務めてまいりました。

この結果、売上高は67億23百万円（前年同期比7.0％増）となり、売上原価率は前年同期と比べ0.7ポイント低下

し、販管費率は1.0ポイント上昇いたしました。これにより、営業利益は７億80百万円（同4.5％増）、経常利益では

７億２百万円（同1.2％増）、四半期純利益は４億29百万円（同9.5％増）となりました。

セグメントの業績は次のとおりであります。

(a）葬祭事業

当第３四半期累計期間におきましては、「ティアの会」会員数の拡大を図るべく、各種会館イベントや提携団

体・企業向けの営業活動に加え、提携店で特典サービスが受けられる「会員向け優待サービス」を開始いたし

ました。また、堅調に推移する既存会館に加え、前事業年度に開設した会館の通年稼働により、葬儀件数は5,192

件（同7.6％増）と順調に増加いたしました。葬儀単価におきましては、葬儀付帯品の取扱いは減少したものの、

葬儀の受注を担当する葬儀アドバイザーの増員等により、前年同期と同水準を確保いたしました。この結果、売

上高は65億62百万円（同6.4％増）、営業利益は12億６百万円（同11.9％増）となりました。

(b）フランチャイズ事業

当第３四半期累計期間におきましては、新規クライアントの開発並びに出店候補地の確保を強化するために

組織体制の見直しを行いました。また、フランチャイズの会館が前年同期と比べ１店舗増加し、これによりロイ

ヤリティ収入が順調に増加したのに加え、会館向けの物品販売が増加いたしました。この結果、売上高は１億60

百万円（同37.0％増）、営業利益は26百万円（同43.0％減）となりました。
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(2）事業上及び財務上の対処すべき課題

当第３四半期累計期間において、当社が対処すべき課題について重要な変更はありません。

(3）研究開発活動

該当事項はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 18,200,000

計 18,200,000

②【発行済株式】

種類
第３四半期会計期間末現在
発行数（株）
（平成25年６月30日）

提出日現在発行数（株）
（平成25年８月12日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 4,556,000 4,556,000

東京証券取引所　

名古屋証券取引所

（各市場第二部）

単元株式数

100株

計 4,556,000 4,556,000 － －

（２）【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

（４）【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数
（株）

発行済株式総
数残高
（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額
（千円）

資本準備金残
高
（千円）

平成25年４月１日～

平成25年６月30日
－ 4,556,000 － 580,750 － 214,250

（６）【大株主の状況】

当四半期会計期間は第３四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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（７）【議決権の状況】

当第３四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記

載することができないことから、直前の基準日（平成25年３月31日）に基づく株主名簿による記載をしておりま

す。

①【発行済株式】

 平成25年６月30日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式 200 － －

完全議決権株式（その他） 普通株式 4,555,200 45,552 －

単元未満株式 普通株式 600 － －

発行済株式総数 4,556,000 － －

総株主の議決権 － 45,552 －

（注）「単元未満株式」の欄には、当社所有の自己保有株式が88株含まれております。

②【自己株式等】

 平成25年６月30日現在

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

株式会社ティア
愛知県名古屋市北

区黒川本通3-35-1
200 － 200     0.00

計 － 200 － 200     0.00

２【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４【経理の状況】

１．四半期財務諸表の作成方法について

当社の四半期財務諸表は、「四半期財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令第63

号）に基づいて作成しております。

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第３四半期会計期間（平成25年４月１日から平成25年

６月30日まで）及び第３四半期累計期間（平成24年10月１日から平成25年６月30日まで）に係る四半期財務諸表に

ついて、有限責任監査法人トーマツによる四半期レビューを受けております。

３．四半期連結財務諸表について

当社は子会社がありませんので、四半期連結財務諸表を作成しておりません。

EDINET提出書類

株式会社ティア(E05585)

四半期報告書

 7/15



１【四半期財務諸表】
（１）【四半期貸借対照表】

（単位：千円）

前事業年度
(平成24年９月30日)

当第３四半期会計期間
(平成25年６月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 1,138,201 1,134,399

売掛金 177,311 190,073

商品 19,311 23,352

その他 199,375 194,250

貸倒引当金 △5,798 △8,482

流動資産合計 1,528,401 1,533,593

固定資産

有形固定資産

建物（純額） 3,517,023 3,485,126

土地 1,287,418 1,291,021

その他（純額） 420,339 676,637

有形固定資産合計 5,224,782 5,452,784

無形固定資産 172,560 136,615

投資その他の資産

差入保証金 913,973 1,084,576

その他 279,330 333,636

貸倒引当金 △40,000 △40,000

投資その他の資産合計 1,153,303 1,378,212

固定資産合計 6,550,646 6,967,613

資産合計 8,079,048 8,501,206

負債の部

流動負債

買掛金 305,225 279,092

短期借入金 73,668 216,667

1年内返済予定の長期借入金 1,195,424 1,203,595

未払法人税等 218,500 74,500

賞与引当金 73,393 42,392

その他 413,247 371,674

流動負債合計 2,279,457 2,187,921

固定負債

長期借入金 3,067,886 2,958,235

資産除去債務 169,345 188,240

その他 126,768 381,168

固定負債合計 3,364,000 3,527,644

負債合計 5,643,458 5,715,565
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（単位：千円）

前事業年度
(平成24年９月30日)

当第３四半期会計期間
(平成25年６月30日)

純資産の部

株主資本

資本金 580,750 580,750

資本剰余金 214,250 214,250

利益剰余金 1,640,757 1,990,877

自己株式 △185 △272

株主資本合計 2,435,572 2,785,604

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 17 36

評価・換算差額等合計 17 36

純資産合計 2,435,589 2,785,641

負債純資産合計 8,079,048 8,501,206
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（２）【四半期損益計算書】
【第３四半期累計期間】

（単位：千円）

前第３四半期累計期間
(自　平成23年10月１日
　至　平成24年６月30日)

当第３四半期累計期間
(自　平成24年10月１日
　至　平成25年６月30日)

売上高 6,284,377 6,723,176

売上原価 4,126,891 4,364,854

売上総利益 2,157,485 2,358,322

販売費及び一般管理費 1,410,906 1,578,153

営業利益 746,578 780,168

営業外収益

受取利息 4,478 4,654

その他 7,298 12,558

営業外収益合計 11,776 17,213

営業外費用

支払利息 60,546 57,501

株式公開費用 2,700 36,925

その他 517 297

営業外費用合計 63,763 94,724

経常利益 694,591 702,656

特別利益

固定資産売却益 － 46

特別利益合計 － 46

特別損失

固定資産除売却損 3,966 839

特別損失合計 3,966 839

税引前四半期純利益 690,624 701,863

法人税、住民税及び事業税 277,020 249,626

法人税等調整額 21,148 22,391

法人税等合計 298,168 272,018

四半期純利益 392,455 429,845
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【継続企業の前提に関する事項】

該当事項はありません。

【会計方針の変更等】

（会計上の見積りの変更と区別することが困難な会計方針の変更）

法人税法の改正に伴い、第１四半期会計期間より、平成24年10月１日以後に取得した有形固定資産について、改正

後の法人税法に基づく減価償却方法に変更しております。

これによる当第３四半期累計期間の営業利益、経常利益及び税引前四半期純利益への影響は軽微であります。

【四半期財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理】

該当事項はありません。

【注記事項】

（四半期貸借対照表関係）

保証債務

当社の所有する建物の地主について、金融機関からの借入れに対して債務保証を行っております。

 
 

前事業年度
（平成24年９月30日）

当第３四半期会計期間
（平成25年６月30日）

保井　正純 135,929千円 123,816千円

なお、上記保証については、地主の所有する土地及び当社の所有する建物（前事業年度106,526千円、当第３四

半期会計期間103,652千円）が担保に供されております。

（四半期キャッシュ・フロー計算書関係）

当第３四半期累計期間に係る四半期キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第３四半期累計期

間に係る減価償却費（のれんを除く無形固定資産に係る償却費を含む。）及びのれん償却額は、次のとおりであり

ます。

 
前第３四半期累計期間
（自  平成23年10月１日
至  平成24年６月30日）

当第３四半期累計期間
（自  平成24年10月１日
至  平成25年６月30日）

減価償却費 240,472千円 276,600千円

のれん償却額 17,499 17,499

（株主資本等関係）

Ⅰ　前第３四半期累計期間（自　平成23年10月１日　至　平成24年６月30日）

配当金支払額

（決議） 株式の種類 配当金の総額 １株当たり配当額 基準日 効力発生日 配当の原資

平成23年11月11日

取締役会
普通株式  68,338千円 30円

平成23年

９月30日

平成23年

12月８日
利益剰余金

Ⅱ　当第３四半期累計期間（自　平成24年10月１日　至　平成25年６月30日）

配当金支払額

（決議） 株式の種類 配当金の総額 １株当たり配当額 基準日 効力発生日 配当の原資

平成24年11月12日

取締役会
普通株式  79,725千円 35円

平成24年

９月30日

平成24年

12月７日
利益剰余金

（注）１株当たり配当額には、記念配当５円を含んでおります。
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第３四半期累計期間（自　平成23年10月１日　至　平成24年６月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

　（単位：千円）

　

報告セグメント
調整額
(注)１

四半期
損益計算書
計上額
(注)２

葬祭事業　
フランチャイズ

事業
計

売上高 　 　 　 　 　

外部顧客への売上高 6,166,912117,4646,284,377 － 6,284,377

計 6,166,912117,4646,284,377 － 6,284,377

セグメント利益 1,077,754 46,5561,124,311△377,732 746,578

（注)１．セグメント利益の調整額△377,732千円は、各報告セグメントに配分していない全社費用であり、

主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

２．セグメント利益は、四半期損益計算書の営業利益と調整を行っております。

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。

Ⅱ　当第３四半期累計期間（自　平成24年10月１日　至　平成25年６月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

　（単位：千円）

　

報告セグメント
調整額
(注)１

四半期
損益計算書
計上額
(注)２

葬祭事業　
フランチャイズ

事業
計

売上高 　 　 　 　 　

外部顧客への売上高 6,562,251160,9246,723,176 － 6,723,176

計 6,562,251160,9246,723,176 － 6,723,176

セグメント利益 1,206,432 26,5301,232,963△452,795 780,168

（注)１．セグメント利益の調整額△452,795千円は、各報告セグメントに配分していない全社費用であり、

主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

２．セグメント利益は、四半期損益計算書の営業利益と調整を行っております。

３．「会計上の見積りの変更と区別することが困難な会計方針の変更」に記載のとおり、法人税法の

改正に伴い、第１四半期会計期間より、平成24年10月１日以後に取得した有形固定資産について、

改正後の法人税法に基づく減価償却方法に変更しております。

これによる当第３四半期累計期間のセグメント利益への影響は軽微であります。

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。
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（１株当たり情報）

１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

　
前第３四半期累計期間
（自　平成23年10月１日
至　平成24年６月30日）

当第３四半期累計期間
（自　平成24年10月１日
至　平成25年６月30日）

１株当たり四半期純利益金額 86円14銭 94円35銭

（算定上の基礎）   

四半期純利益金額（千円） 392,455 429,845

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る四半期純利益金額（千円） 392,455 429,845

普通株式の期中平均株式数（株） 4,555,835 4,555,708

（注）１．潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

２．平成25年１月１日付で普通株式１株を２株とする株式分割を行っており、１株当たり四半期純利益金額は、

当該株式分割が前事業年度の期首に行われたと仮定して算定しております。

（重要な後発事象）

平成25年８月９日開催の取締役会において、以下のとおり、株式の分割を決議いたしました。

(1）株式分割の目的

当社株式の流動性の向上と投資家層の一層の拡大を図るためであります。

(2）株式分割の概要

平成25年９月30日最終の株主名簿に記載又は記録された株主の所有普通株式１株につき、２株の割合を

もって分割いたします。

(3）株式分割により増加する株式数（平成25年８月９日現在の発行済株式総数にて算出）

普通株式　4,556,000株

(4）効力発生日

平成25年10月１日

(5）１株当たり情報に及ぼす影響

当該株式分割が前事業年度の期首に行われたと仮定した場合の１株当たり情報は、以下のとおりでありま

す。

　
前第３四半期累計期間
（自　平成23年10月１日
至　平成24年６月30日）

当第３四半期累計期間
（自　平成24年10月１日
至　平成25年６月30日）

１株当たり四半期純利益金額 43円07銭 47円18銭

（注）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

２【その他】

該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

平成２５年８月９日

株式会社　 ティア

取 締 役 会 　 御中

有限責任監査法人　ト ー マ ツ

指定有限責任社員

業務執行社員
　 公認会計士　　水野　信勝　　　　㊞

指定有限責任社員

業務執行社員
　 公認会計士　　西原　浩文　　　　㊞

当監査法人は、金融商品取引法第１９３条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられ
ている株式会社ティアの平成２４年１０月１日から平成２５年９月３０日までの第１７期事業年度
の第３四半期会計期間（平成２５年４月１日から平成２５年６月３０日まで）及び第３四半期累計期間
（平成２４年１０月１日から平成２５年６月３０日まで）に係る四半期財務諸表、すなわち、四半期貸借
対照表、四半期損益計算書及び注記について四半期レビューを行った。

四半期財務諸表に対する経営者の責任
経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表の作成基準に準拠し
て四半期財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表
示のない四半期財務諸表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及
び運用することが含まれる。

監査人の責任
当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期財
務諸表に対する結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認めら
れる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。
四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対
して実施される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、
我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監
査に比べて限定された手続である。
当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

監査人の結論
当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期財務諸表が、我が国において一般に
公正妥当と認められる四半期財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社ティアの平成２５年６月３０日
現在の財政状態及び同日をもって終了する第３四半期累計期間の経営成績を適正に表示していないと信
じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

利害関係
会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係は
ない。

以　　上

（注）１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報告

書提出会社）が別途保管しております。

２．四半期財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていません。
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